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東北エリアの物流を強化
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南東面外観１階倉庫
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　この度、仙台ＤＣが無事に竣工いたしましたことを、皆様
にご報告申し上げます。運営はホームロジスティクスが担い
ます。ニトリグループでは「製造物流ＩＴ小売業」という独
自のビジネスモデルを最大限に活かし、お客様の多様なライ
フスタイルに応じたサービス提供を目指し、国内自社物流拠
点の再配置を進めています。今回竣工した仙台ＤＣは、石狩、
神戸、名古屋、幸手に続く５拠点目であり、東北エリア全体
をカバーする重要な物流センターです。

　仙台市宮城野区蒲生に位置するこの施設は、仙台港や高速
道路に近い好立地で、海外コンテナのドレージ輸送や、店舗
・お客様宅までの配送に適した位置にあります。延べ床面積
２万坪（８万㎡）の地上４階建て（事務所棟は５階
建て）で、倉庫２階にもバースを設置するなど、効率的な入
出庫を実現します。倉庫内には高機能な省人化マテハン設備
を導入し、昨今の人手不足に対応しつつ、多様化するお客様
のニーズに応じたオペレーションを目指します。また、将来
的には屋上に太陽光パネルを設置し、環境負荷軽減にも貢献
します。
　最後に、仙台ＤＣの監修を行っていただいた株式会社Ｔ＆
Ｎ北海道設計事務所様、設計・監理・施工を担当された東亜
建設工業株式会社様、及び工事に携わった全ての関係者の皆
様に、心から感謝の意を表します。ニトリグループは今後も
一丸となり、お客様の利便性向上に努めてまいります。

２階営業所バース

ポーチ夜景

■工　事　名：（仮称）ニトリ仙台ＤＣ新築工事
■発　注　者：株式会社ニトリ
■設　計　監　理：東亜建設工業株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：東亜・中越特定建設工事共同企業体
■工　事　場　所：仙台市宮城野区蒲生三丁目９番１
■敷　地　面　積：４万，㎡
■延べ床面積：８万，㎡
■規　　　模：地上５階建て、最高高さ．ｍ
■構　　　造：ＲＣＳ造（柱ＲＣ造＋梁Ｓ造）一部Ｓ造
■用　　　途：倉庫
■工　　　期：年４月日～年８月日（．カ月）

西面外観

　本施設は仙台港の南側に位置し、復興土地区
画整理事業で整備された場所に東北エリアの新
たな自社物流拠点となるよう計画されました。
　施設機能としては巨大なマテリアルハンドリ
ング設備が設置される自動ラック式倉庫と商品
の荷さばき、保管、管理を行う常温倉庫が一棟
に集積されており、７基の荷物用エレベーター、
４基の垂直搬送機とマテハン設備などがスピー
ディーで効率的な業務を可能にしています。
　構造架構形式は柱ＲＣ＋梁Ｓのハイブリッド
構法を採用し、制振部材となるアンボンドブ
レースを使用することで、Ｓ造に比べ揺れにく
くコストメリットがある架構としました。また
基礎は地盤面から３～６ｍ下の砂質土層を支持
地盤とし、基礎下部を地盤改良した独立基礎と
することで、杭基礎に比べてコスト削減を実現
しました。
　設備計画では洪水対策として主要な設備機器
を地盤から４ｍ以上の高さに設置し、災害時の
電源確保のため非常用発電機を備えることでB
CP対策に寄与しています。
　環境への取り組みとしては耐久性と断熱性能
に配慮して屋根に二重折板断熱工法、外壁には
金属製断熱サンドイッチパネルを採用しまし
た。現時点では環境認証制度のBELS６つ星、Z
EB Ready、CASBEE評価認証Ａランクを取得
していて、将来的には屋根への太陽光発電パネ
ル設置も計画しています。
　東亜建設工業建築本部第一設計部　福嶋健一

　仙台市宮城野区の東端に位置し仙台港や
仙台東部道路のＩＣに近接する蒲生地区に
延べ床面積が８万㎡を超える大型物流施設
を建設しました。柱がＲＣ、梁がＳのハイ
ブリッド構造で、自走式ラック装置を備え
る大空間のＳ造自動倉庫部分を４層吹き抜
け工法で建設するなど、難易度の高い工事
でした。
　当社の建築部門は、物流施設の建築で豊
富な実績を持っています。ただニトリ様の
物件は初めてだったこともあり、稼働中の
ＤＣを複数見学させていただき、ご希望の
仕様や機能をしっかりと把握した上で、工
事に着手しました。
　工程管理で最も気を配ったのは、建築本
体と自動倉庫に導入するマテリアルハンド
リング設備の工事をいかに同調させるかで
した。竣工までの詳細な工程を組み立てた
上で、クリティカルパスやキーデートを洗
い出し、作業に遅れが出ないようポイント
を丁寧に検討しました。また揚重機や足場
の仮設計画を早期に立案するなど着工前の
準備にも気を配りました。
　施工中は物流施設の生命線である床コン
クリートの品質確保を最重要課題とし、細
心の注意を払って作業しました。仕上げや
機能は定例会議でニトリ様が求める仕様な
どを具体的にヒアリングした上で提案、確
認し、「施設を使用する人にとって使い勝
手の良さ」を常に心掛けました。
　工事の最盛時には人が現場に入りま
した。クレーンや大型高所作業車の複数投
入、頻繁に行う高所作業など安全面で油断
ができない場面も多く、安全対策を徹底す
るため作業所内に安全専任者を配置し、
「誰一人けがをさせてはいけない」という
意識を徹底しました。
　完成した施設に満足していただき、末永
く使っていただくことが施工者にとって最
大の喜びです。施設の完成に当たり、プロ
ジェクトに関係するすべての方々に感謝申
し上げます。
　ニトリ仙台ＪＶ作業所工事長　松田英貴


